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九
月
大

十
五
日

十
五
日

十
五
日

十
五
日
庚
辰
、
霽
、
幕
下
大
将
軍
二
男
の
若
君
（

あ
ざ
な字

千
幡
君
）、
関
東
の
長
と
な
り
、
去
ん
ぬ
る
七
日
、
従

五
位
下
の
位
記
な
ら
び
に
征
夷
大
将
軍
の
宣
旨
を
下
さ
る
。
そ
の
状
、
今
日
鎌
倉
に
到
着
す
と
云
々
。

十
七
日

十
七
日

十
七
日

十
七
日
壬
午
、
掃
部
頭
入
道
寂
忍
註
し
申
し
て
云
く
、
叡
山
堂
衆
と

が
く
し
ょ
う

学
生
と
の
確
執
、
合
戦
に
及
ぶ
。
そ

の
起
こ
り
と
謂
う
は
、
去
ん
ぬ
る
五
月
の
こ
ろ
、
西
塔
釈
迦
堂
衆
と
学
生
と
合
和
せ
ず
。
惣
堂
衆
始
め
て

各
別
の

う
ん
じ
つ

温
室
を
興
す
。
八
月
一
日
、
学
生
城
郭
を
大
納
言
岡
な
ら
び
に
南
谷
走
井
坊
に
構
え
、
堂
衆
を
追

却
す
。
同
六
日
、
堂
衆
三
ヶ
庄
官
等
の
勇
士
を
引
率
し
、
山
に
登
り
上
件
の
城
郭
に
攻
戦
す
。
両
方
傷
死

の
者
あ
げ
て
計
う
べ
か
ら
ず
。
し
か
る
に
院
宣
を
下
さ
る
る
に
よ
り
、
堂
衆
は
同
七
日
城
を
棄
て
て
退
散

す
。
学
生
は
同
十
九
日
城
を
出
で
下
洛
し
お
わ
ん
ぬ
、
今
に
お
い
て
は
静
謐
の
由
を
存
す
る
の
と
こ
ろ
、

同
廿
八
日
ま
た
蜂
起
す
。
本
院
の
学
生
同
心
し
、
霊
山
・
長
楽
寺
・
祇
園
等
に
群
居
し
て
、
重
ね
て
濫
行

に
及
ば
ん
と
欲
す
と
云
々
。

十
九
日

十
九
日

十
九
日

十
九
日
甲
申
、
晴
、
故
比
企
判
官
能
員
の
残
党
中
野
五
郎
義
成
已
下
の
事
、
な
お
も
っ
て
そ
の
沙
汰
あ
り
。

所
領
等
を
収
公
せ
ら
る
と
云
々
。

廿
一
日

廿
一
日

廿
一
日

廿
一
日
丙
戌
、
晴
、
遠
州
・
大
官
令
等
沙
汰
を
経
ら
れ
、
入
道
前
将
軍
鎌
倉
中
に
坐
せ
し
め
給
う
べ
か
ら

ざ
る
の
由
、
こ
れ
を
定
め
申
さ
る
と
云
々
。

廿
九
日

廿
九
日

廿
九
日

廿
九
日
甲
午
、
霽
、
左
金
吾
禅
室
（
前
将
軍
）、
伊
豆
国
修
禅
寺
に
下
向
せ
し
め
給
う
。
巳
の
刻
進
発
し
給

う
。
先
陣
の

ず
い
ひ
ょ
う

随
兵
百
騎
、
次
い
で
女
騎
十
五
騎
、
次
い
で
御
輿
三
帳
、
次
い
で
小
舎
人
童
一
人
（

そ
や

征
箭
を

負
う
。
騎
馬
）、
後
陣
の
随
兵
二
百
余
騎
な
り
。

十
月
小

三
日
三
日
三
日
三
日
戊
戌
、
武
蔵
守
朝
雅
、
京
都
警
固
の
た
め
上
洛
す
。
西
国
に
所
領
あ
る
の
輩
、
伴
党
と
し
て
在
京
せ

し
む
べ
き
の
旨
、
御
書
を
廻
ら
さ
る
と
云
々
。

八
日
八
日
八
日
八
日
癸
卯
、
天
霽
る
。
風
静
か
な
り
。
今
日
、
将
軍
家
（
年
十
二
）
御
元
服
な
り
。
戌
の
刻
、
遠
州
の
名

越
亭
に
お
い
て
そ
の
儀
あ
り
。
前
大
膳
大
夫
広
元
朝
臣
・
小
山
左
衛
門
尉
朝
政
・
安
達
九
郎
左
衛
門
尉
景

盛
・
和
田
左
衛
門
尉
義
盛
・
中
条
右
衛
門
尉
家
長
已
下
の
御
家
人
等
百
余
輩
、
侍
の
座
に
着
す
。
江
間
四

郎
主
・
左
近
大
夫
将
監
親
広
、
雑
具
を
持
参
す
。
時
刻
出
御
。
理
髪
遠
州
、
加
冠
前
武
蔵
守
義
信
。
次
い
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で
休
所
に
渡
御
す
る
の
後
、
御
前
の
物
を

た
て
ま
つ

進
る
。
江
間
・
親
広
陪
膳
た
り
。
役
送
、
結
城
七
郎
朝
光
・
和

田
兵
衛
尉
常
盛
・
同
三
郎
重
茂
・
東
太
郎
重
胤
・
波
多
野
次
郎
経
朝
・
桜
井
次
郎
光
高
等
な
り
（
お
の
お

の
近
習
の
小
官
の
中
、
父
母
見
存
の
輩
を
撰
ば
れ
、
こ
れ
を
召
す
と
云
々
）。
次
い
で
鎧
・
御

た
ち釼

・
御
馬
を

奉
る
。
佐
々
木
左
衛
門
尉
広
綱
・
千
葉
平
次
兵
衛
尉
常
秀
以
下
こ
れ
を
役
す
。

九
日
九
日
九
日
九
日
甲
辰
、
快
霽
、
今
日
将
軍
家
政
所
始
な
り
。
午
の
刻
、
別
当
遠
州
・
広
元
朝
臣
以
下
の

け
い
し

家
司
（
お
の

お
の

ほ
い

布
衣
）
等
政
所
に
着
す
。
民
部
丞
行
光
、
吉
書
を
書
く
。
令
図
書
允
清
定
返
抄
を
な
す
。
遠
州
、
吉

書
を
御
前
に
持
参
し
給
う
。
出
御
の
儀
な
し
。
簾
中
に
お
い
て
こ
と
さ
ら
に
以
っ
て
こ
れ
を
覧
る
。
遠
州
、

本
所
に
帰
着
す
る
の
後
、

お
う
ば
ん

椀
飯
盃
酒
の
儀
あ
り
。
そ
の
後
始
め
て
甲
冑
を
着
す
。
ま
た
乗
馬
し
給
う
。
遠

州
こ
れ
を
扶
持
し
奉
ら
る
。
小
山
左
衛
門
尉
朝
政
・
足
立
左
衛
門
尉
遠
元
等
、
甲
冑
・

ほ
ろ

母
廬
等
を
着
す
。

次
第
の
故
実
、
執
権
悉
く
こ
れ
を
授
け
奉
る
と
云
々
。
晩
に
及
び
御
弓
始
あ
り
。
北
条
五
郎
奉
行
た
り
。

図
書
允
清
定
、

や
か
ず

矢
員
を
注
す
。
和
田
左
衛
門
尉
義
盛
的
を
献
ず
と
云
々
。

　
射
手
、

一
番
、

　
和
田
左
衛
門
尉
義
盛
　
　
　
海
野
小
太
郎
幸
氏

二
番
、

　
榛
谷
四
郎
重
朝
　
　
　
　
　
　
望
月
三
郎
重
隆

三
番
、

　
愛
甲
三
郎
季
澄
　
　
　
　
　
　
市
河
五
郎
行
重

四
番
、

　
工
藤
小
次
郎
行
光
　
　
　
　
　
藤
沢
四
郎
清
親

五
番
、

　
小
山
七
郎
朝
光
　
　
　
　
　
　
和
田
平
太
胤
長

十
日
十
日
十
日
十
日
乙
巳
、
昨
日
御
弓
始
の
射
手
十
人
、
北
面
の
竹
の
御
壺
に
召
さ
る
。
こ
と
さ
ら
に
禄
を
賜
わ
る
。
或

い
は
野
剣
一
腰
、
或
い
は
腹
巻
一
領
と
云
々
。
東
太
郎
・
和
田
兵
衛
尉
・
足
立
八
郎
等
こ
れ
を
伝
う
。

十
三
日

十
三
日

十
三
日

十
三
日
戊
申
、
法
華
堂
に
お
い
て
、
故
大
将
軍
の
御
追
善
を
修
せ
ら
る
。
導
師
真
智
坊
法
橋
。
将
軍
家
御

参
堂
あ
り
。
源
大
夫
将
監
親
広
布
施
を
取
る
と
云
々
。

十
四
日

十
四
日

十
四
日

十
四
日
己
酉
、
鶴
岳
な
ら
び
に
二
所
・
三
島
・
日
光
・
宇
都
宮
・
鷲
宮
・
野
木
宮
以
下
の
諸
社
に
神
馬
を

奉
ら
る
。
こ
れ
世
上
無
為
の
御
報
賽
と
云
々
。

十
九
日

十
九
日

十
九
日

十
九
日
甲
寅
、
佐
々
木
左
衛
門
尉
定
綱
・
中
条
右
衛
門
尉
家
長
、
使
節
と
し
て
上
洛
す
。
こ
れ
将
軍
御
代

始
な
り
。
京
畿
の
御
家
人
等
、
殊
に
忠
貞
を

さ
し
は
さ

挿
み
、
ふ
た
ご
こ
ろ
を
存
す
べ
か
ら
ざ
る
の
由
こ
れ
を
相
触

る
。
か
つ
が
つ
起
請
文
を
召
し
進
ら
す
べ
き
の
趣
、
武
蔵
守
朝
雅
な
ら
び
に
掃
部
頭
入
道
寂
忍
等
の
許
に
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仰
せ
遣
わ
さ
る
る
と
こ
ろ
な
り
。
両
人
去
ん
ぬ
る
九
日
出
門
す
と
云
々
。

廿
五
日

廿
五
日

廿
五
日

廿
五
日
庚
申
、
将
軍
家
、
荘
厳
房
行
勇
を
招
請
し
、
法
華
経
を
伝
受
せ
し
め
た
ま
う
。
近
習
の
男
女
同
じ

く
こ
の
儀
に
及
ぶ
と
云
々
。

廿
六
日

廿
六
日

廿
六
日

廿
六
日
辛
酉
、
京
都
の
飛
脚
参
着
す
。
申
し
て
云
く
、
去
ん
ぬ
る
十
日
、
叡
岳
の
堂
衆
等
八
王
子
山
を
も

っ
て
城
郭
と
な
し
群
居
す
る
の
間
、
同
十
五
日
官
軍
を
差
し
遣
わ
し
、
こ
れ
を
攻
め
ら
る
る
に
よ
り
、
堂

衆
等
退
散
す
と
云
々
。
葛
西
四
郎
重
元
・
豊
島
太
郎
朝
経
・
佐
々
木
太
郎
重
綱
以
下
の
官
軍
三
百
人
、
悪

徒
の
た
め
討
ち
取
ら
れ
お
わ
ん
ぬ
。
伊
佐
太
郎
・
熊
谷
三
郎
等
先
登
に
進
む
と
云
々
。
同
十
九
日
、
五
畿

七
道
に
仰
せ
、

き
ょ
う
と
う

梟
党
等
を
召
し
進
む
べ
き
の
由
宣
下
す
と
云
々
。
そ
の
間
悲
し
む
べ
き
事
あ
り
。
佐
々
木

中
務
丞
経
高
・
同
三
郎
兵
衛
尉
盛
綱
、
勅
定
を
う
け
た
ま
わ
る
に
よ
り
、
山
門
に
発
向
せ
ん
と
欲
す
る
の

と
こ
ろ
、
同
四
郎
左
衛
門
尉
高
綱
入
道
（
黒
衣
・
檜
笠
を
着
す
）
高
野
よ
り
来
り
、
舎
兄
等
に
謁
す
。
し

か
る
に
高
綱
入
道
の
子
息
左
衛
門
太
郎
重
綱
、
伯
父
経
高
に
属
き
出
立
す
る
の
間
、
入
道
、
子
の
行
粧
を

見
る
べ
き
の
由
を
申
す
。
重
綱
、
甲
冑
を
着
し
父
の
前
に
来
る
。
父
暫
く
こ
れ
を
見
、
敢
え
て
瞬
く
こ
と

あ
た
わ
ず
。
ま
た
詞
を
出
さ
ず
。
そ
の
後
重
綱
休
所
に
退
去
す
。
そ
の
際
経
高
・
盛
綱
等
重
綱
に
感
じ
て

云
く
、
今
度
の
合
戦
、
芸
を

あ
き
ら
か

彰
に
し
て
名
を
挙
げ
、
勲
功
の
賞
に
預
か
る
こ
と
そ
の
疑
な
し
と
云
々
。
高

綱
入
道
こ
れ
を
聞
き
て
云
く
、
勇
士
の
戦
場
に
赴
く
は
、
兵
具
を
も
っ
て
先
と
な
す
。
甲
冑
は
軽
薄
、
弓

箭
は
短
小
な
り
。
こ
れ
尤
も
故
実
た
り
。
な
か
ん
づ
く
山
上
坂
本
辺
り
の
如
き
は
、
歩
立
ち
の
合
戦
の
時
、

こ
の
式
を
守
る
べ
し
。
し
か
る
に
重
綱
の
甲
冑
は
は
な
は
だ
重
く
、
弓
箭
は
大
に
し
て
、
主
に
相
応
し
か

ら
ざ
る
の
間
、
更
に
死
を
免
る
べ
か
ら
ず
と
云
々
、
果
し
て
そ
の
旨
に
違
わ
ず
。
し
か
の
み
な
ら
ず
彼
の

時
兵
法
の
才
学
を
吐
く
。
盛
綱
等
こ
れ
を
聞
き
、
件
の
詞
を
意
端
に
挿
み
、
合
戦
を
致
す
の
と
こ
ろ
、
一

事
に
し
て
こ
れ
に
符
合
せ
ざ
る
は
な
し
と
云
々
。

廿
七
日

廿
七
日

廿
七
日

廿
七
日
壬
戌
、
武
蔵
国
の
諸
家
の
輩
、
遠
州
に
対
し
、
ふ
た
ご
こ
ろ
を
存
す
べ
か
ら
ざ
る
の
旨
、
殊
に
こ

れ
を
仰
せ
含
め
ら
る
。
左
衛
門
尉
義
盛
奉
行
た
り
と
云
々
。

十
一
月
大

三
日
三
日
三
日
三
日
丁
卯
、
晴
、
将
軍
家
御
慶
賀
の
後
、
始
め
て
神
馬
を
石
清
水
八
幡
宮
に
奉
り
給
う
。
和
田
兵
衛
尉
常

盛
（
布
衣
を
着
す
）
御
使
た
り
。

六
日
六
日
六
日
六
日
庚
午
、
左
金
吾
禅
室
、
伊
豆
国
よ
り
御
書
を
尼
御
台
所
な
ら
び
に
将
軍
家
に
進
ら
せ
ら
る
。
こ
れ
深

山
幽
棲
、
今
更
徒
然
を
忍
び
難
し
。
日
来
召
し
仕
う
と
こ
ろ
の
近
習
の
輩
参
入
を
免
さ
れ
ん
と
欲
す
。
ま

た
安
達
右
衛
門
尉
景
盛
に
お
い
て
は
、
こ
れ
を
申
し
請
い
、
勘
発
を
加
う
べ
き
の
旨
こ
れ
を
載
せ
ら
る
。

よ
っ
て
そ
の
沙
汰
あ
り
。
御
所
望
の
条
々
か
た
が
た
然
る
べ
か
ら
ず
。
そ
の
上
御
書
を
通
わ
せ
ら
る
る
事
、

向
後
停
止
せ
ら
る
べ
き
の
趣
、
今
日
三
浦
兵
衛
尉
義
村
を
も
っ
て
御
使
と
し
て
、
こ
れ
を
申
し
送
ら
る
と
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云
々
。

七
日
七
日
七
日
七
日
辛
未
、
入
道
左
金
吾
の
近
習
の
輩
中
野
五
郎
以
下
遠
流
に
処
せ
ら
る
べ
き
の
由
、
そ
の
定
め
あ
り
と

云
々
。

九
日
九
日
九
日
九
日
癸
酉
、
将
軍
家
、
前
大
膳
大
夫
広
元
朝
臣
の
家
に
入
御
す
。
尼
御
台
所
同
じ
く
渡
御
す
。

十
日
十
日
十
日
十
日
甲
戌
、
三
浦
兵
衛
尉
義
村
、
豆
州
よ
り
帰
参
す
。
彼
の
御
閑
居
の
躰
、
つ
ぶ
さ
に
こ
れ
を
申
す
。
尼

御
台
所
、
頗
る
御
悲
歎
と
云
々
。

十
五
日

十
五
日

十
五
日

十
五
日
己
卯
、
鎌
倉
中
の
寺
社
の
奉
行
の
事
、
更
に
こ
れ
を
定
め
ら
る
。
仲
業
・
清
定
、
執
筆
と
し
て
こ

れ
を
記
す
。

　
鶴
岳
八
幡
宮

　
　
江
間
四
郎
　
　
和
田
左
衛
門
尉
　
　
清
図
書
允

　
勝
長
寿
院

　
　
前
大
膳
大
夫
　
　
小
山
左
衛
門
尉
　
　
宗
掃
部
允

　
永
福
寺

　
　
畠
山
次
郎
　
　
三
浦
兵
衛
尉
　
　
善
進
士

　
阿
弥
陀
堂

　
　
北
条
五
郎
　
　
大
和
前
司
　
　
足
立
左
衛
門
尉

　
薬
師
堂

　
　
源
左
近
大
夫
将
監
　
　
千
葉
兵
衛
尉
　
　
藤
民
部
丞

　
右
大
将
家
法
華
堂

　
　
安
達
右
衛
門
尉
　
　
結
城
七
郎
　
　
中
条
右
衛
門
尉

十
九
日

十
九
日

十
九
日

十
九
日
壬
午
、
関
東
御
分
国
な
ら
び
に
相
模
・
伊
豆
の
国
々
の
百
姓
に
仰
せ
、
当
年
乃
貢
の
員
数
を
減
ら

さ
る
。
将
軍
の
御
代
始
と
し
て
、
民
戸
を
休
ん
ぜ
ら
る
べ
き
善
政
な
り
と
云
々
。

廿
三
日

廿
三
日

廿
三
日

廿
三
日
丙
戌
、
将
軍
家
、
馬
場
殿
に
お
い
て
、
小
笠
懸
を
射
ら
し
め
給
う
。
小
山
左
衛
門
尉
・
和
田
左
衛

門
尉
等
こ
れ
を
扶
持
し
奉
る
。
お
の
お
の
御
馬
を
賜
る
。
遠
州
の
御
沙
汰
な
り
。

十
二
月
大

一
日
一
日
一
日
一
日
乙
未
、
晴
、
将
軍
家
の
御
願
と
し
て
、
鶴
岳
上
下
宮
に
お
い
て
、
法
華
八
講
を
行
わ
る
。
講
師
安
楽

坊
な
り
。
右
京
進
仲
業
、
奉
行
と
し
て
廟
庭
に
候
す
。
尼
御
台
所
（
御
輿
）
密
々
廻
廊
に
参
ら
し
め
給
う
。

三
日
三
日
三
日
三
日
丁
酉
、
晴
、
尼
御
台
所
の
御
計
と
し
て
、
鶴
岳
別
当
阿
闍
梨
（
尊
暁
）
に
仰
せ
、
宮
寺
中
の
塔
婆
の

営
作
を

ち
ょ
う
じ

停
止
せ
ら
る
。
こ
の
塔
建
立
の
始
め
、
火
災
あ
り
。
当
宮
以
下
鎌
倉
中
数
町
焼
亡
す
。
そ
の
後
再

興
の
た
め
、
そ
の
地
を
曳
か
る
る
の
と
こ
ろ
、
幾
日
数
を
経
ず
、
金
吾
将
軍
御
病
悩
。
よ
っ
て
不
吉
の
由
、



5

そ
の
沙
汰
あ
り
と
云
々
。

十
三
日

十
三
日

十
三
日

十
三
日
丁
未
、
武
蔵
国
染
殿
別
当
職
の
事
、
故
幕
下
将
軍
の
御
計
に
任
せ
、
上
野
局
を
も
っ
て
そ
の
職
と

な
す
と
云
々
。

十
四
日

十
四
日

十
四
日

十
四
日
戊
申
、
将
軍
家
、
永
福
寺
以
下
の
御
堂
に
参
り
給
う
。
御

ら
い
ぶ
つ

礼
仏
の
儀
あ
り
。
御
輿
な
り
。
北
条
五

郎
・
源
大
夫
将
監
・
大
和
前
司
・
結
城
七
郎
・
長
沼
五
郎
・
安
達
右
衛
門
尉
・
三
浦
兵
衛
尉
・
足
立
左
衛

門
尉
・
千
葉
兵
衛
尉
・
佐
々
木
左
衛
門
尉
・
和
田
新
兵
衛
尉
等
こ
れ
に

ぐ
ぶ

供
奉
す
。

十
五
日

十
五
日

十
五
日

十
五
日
己
酉
、
尼
御
台
所
の
御
計
と
し
て
、
諸
国
地
頭
分
の
狩
猟
を
止
め
ら
る
。
清
図
書
允
清
定
こ
れ
を

奉
行
す
。

十
八
日

十
八
日

十
八
日

十
八
日
壬
子
、
諸
人
訴
論
の
是
非
、
文
書
を
進
覧
す
る
の
後
、
三
ヶ
日
に
至
り
て
、
下
知
を
加
え
ざ
れ
ば
、

奉
行
人
を
緩
怠
の
過
に
処
せ
ら
る
べ
き
の
由
、
そ
の
法
を
儲
く
と
云
々
。

廿
二
日

廿
二
日

廿
二
日

廿
二
日
丙
辰
、
営
中
の
雑
事
、
北
条
五
郎
奉
行
せ
し
む
べ
き
の
由
、
仰
せ
付
け
ら
る
と
云
々
。

廿
五
日

廿
五
日

廿
五
日

廿
五
日
己
未
、
夜
討
人
、
伊
勢
国
の
守
護
に
乱
入
す
。
そ
の
張
本
進
士
行
綱
た
る
の
由
、
義
盛
こ
れ
を
申

す
。


